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a2 = 2 b2













こうして求めた平方数 n2 の表と, その 2 倍の表
を比べる。
n n2 2n2 n n2 2n2
1 1 2 11 121 242
2 4 8 12 144 288
3 9 18 13 169 338
4 16 32 14 196 392
5 25 50 15 225 450
6 36 72 16 256 512
7 49 98 17 289 578
8 64 128 18 324 648
9 81 162 19 361 722
10 100 200 20 400 800
四角で囲んだところで「ニアミス」が起こってい
る。それらを抜き出すと,
12 = 1 = 2− 1 = 12 × 2− 1
32 = 9 = 8 + 1 = 22 × 2 + 1
72 = 49 = 50− 1 = 52 × 2− 1


























という方法がある。方程式 x2 − 2 = 0 を考える。
この方程式の二つの根のうち, x > 0の範囲にある
のが
√
2 である。もっと詳しく, 1 <
√
2 < 2 であ
ることが分かる。
そこで, y = x2 − 2のグラフに x = 2のところで
接線を引き, x軸との交点を x1 とする。
一般に, y = f(x) の x = a で引いた接線の方程
式は y = f(a) + f ′(a) (x− a) なので, これと x軸
との交点の座標は a− f(a)/f ′(a) となる。
そこで, 数列 xn を漸化式
xn+1 = xn − f(xn)
f ′(xn)
で定義する。出発点 x0 を適当に定めれば, 目標と
する方程式 f(x) = 0の根に収束することが期待さ
れる。
f(x) = x2− 2の場合は, f ′(x) = 2xとなるので,
漸化式は
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となる。
x1 = 1から始めると, x2 = 3/2 = 1.5となるが,
それ以降この数列は単調減少となる。
x2 = 32 = 1.5
x3 = 1712 = 1.41
x4 = 577408 = 1.41421
x5 = 665857470832 = 1.41421356237
x >
√
2 の範囲で f(x) > 0 かつ f ′(x) > 0 だか
らである。また, 下に有界であることもすぐにわか










































































, . . .
もことのほか重要で, これらの分母 q と分子 pは
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